




要約:これまでの研究で子宮頚管長測定・頚管培養早産の予知に有用であることを指摘し

てきた。そこでこれら検査およびその異常例に対し冶療を施す「早産防止プロトコール」

を作成し実際の妊婦に適用した。その結果対象妊婦 434 例の早産率を 3.2%に止め、特に

妊娠 34 週以前の早産を 1 例も出さず、対照に比して有意に低率であった。症例の分析か

ら、実施した諸冶療が早産を防止させたことが強く示唆され、本プロトコールが今後の早

産防止対策のモデルになりうると考えられた。


